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わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

　都井岬ビジターセンターでは、入館いただきましたお客さまに、野外ガイド
（１時間～１時間30分）を実施しています。
　通常の野外ガイドに加え、新しいコースが増えました。ぜひ、体験してみませ
んか？

●よくばりコース（従来コース）　
　 都井岬灯台→御崎神社→小松ヶ丘

●ガッツリ御崎馬観察コース（従来コース）
　 小松ヶ丘周辺

●森林浴コース（ＮＥＷ）
　 遊歩道を散策しながら、森林浴の効果を森林セラピストが解説します。
　都井岬の魅力を五感で体感しよう！

※各コース、事前予約が必要です。
※服装：動きやすい服装・靴でお願いします。
※�ガイド料金：
　ビジターセンター入館料
　一般／310円　小中学生／200円
※お一人様、１日１コースのみとなります。
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● この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口��18,803人（前月比�-26人）
　男��8,702人　女��10,101人
　世帯数8,218世帯（平成27年８月1日現在）

＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

家族や知人が認知症になったら…。
私は支えてあげられるだろうか。今 
回の取材で考えさせられた。認知症
だからと何か特別なことをする訳で
はなく、そっと寄り添える人になり
たい。まずは認知症について知るこ
と。そして、たくさん話をしよう（ユ）

よかバスを取材。恥ずかしながら今
回の取材で初めて乗車しました。車
のない人にとっては数少ない移動手
段の一つ。車の有無に関わらず、み
んなで利用して支えることが大事だ
と感じました。たまにはよかバスを
利用して出かけたいと思います（イ）
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ひゃくの たつお（87歳）
鹿児島県阿久根市出身。昭和
18年に旧国鉄志布志機関区に
就職。昭和26年の結婚を機に
串間市へ移住。昭和57年に退
職し、現在に至る。

　今月号の特集は、コミュニティバス「よかバス」。よかバスの利用
機会の多い千種保育所の園児たちと一緒に撮影を行いました。よかバ
スが園内に入ってくると園児たちは大歓声で迎え入れてくれました。
表紙はさくら組とすみれ
組の園児34人と運転手
の山下和彦さん。普段な
かなか近くで見ることの
ないよかバスに大喜びの
園児たち。撮影後は、車
内を見学し、よかバスを
身近に感じていました。

何枚も書き直して、一番上手にできたものを投稿しています

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546

よかバスと一緒に

秋の野外ガイドの
お知らせ
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〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　

TEL 0987-75-2000

　９月５日より数々のイベントを
ご用意しております。お楽しみ
に！！皆さまと一緒に串間温泉い
こいの里を盛り上げていきます！

休館日のお知らせ
　９月１日（火）～９月４日（金）
は臨時休館いたします。
　また、９月の休館日は16日（水）
です。

串間温泉いこいの里
９月５日（土）午前１０時
プレオープン！


